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１．はじめに
の圧密理論は標準圧密試験の結果を必ずしも表せない．粘土は単粒構造で存在すること

はなく， をはじめとした構造をもっている．このため，粘土の各種構造を考慮しない圧密理論
は，二次圧密を再現困難なのである（吉田， ）．今日，二次圧密は理論的考察抜きにクリー
プ現象として扱われる事が多い．また， の圧密理論で求められた沈下量 ％（一次圧密）
に二次圧密分 ～ ％を上乗せすることで現場対応している．
本研究の仮説は， 構造の破壊による二次圧密の制御である．本研究はこの仮説検証を目的と

する．
２．材料と方法
2.1 試料
五泉市村松慈光寺付近，阿賀町津川山中，阿賀野市安田から採取した粘土である．この粘土を粘

土の 構造を破壊した対照試料，および 構造を残す供試試料に分けた．なお粘土試料の主成
分はバーミキュライト，カオリナイト，イライトである（ 線回析による）．
2.2 供試体作成
①対照試料：粘土試料を充分な量の水中でよく攪拌する．攪拌しても大きな塊が残る場合は，すり
鉢でよくすり潰す．その後420μmふるいで濾過し，予圧密のち成型した．
②供試試料：対照試料と同様に攪拌した後，粘土の粒度試験（ ）を応用し微細粒子を分
散させた．コロイド上の微細粒子を排除し，沈降粒子のみを集め予圧密後に成型した．
2.3 標準圧密試験
圧密試験は に則り， 連式圧

密試験器（ ，丸東製作所）で行っ
た．この供試体は，直径 ㎝，高さ ㎝の円
筒形である．試験は圧密圧力 を 段階 ，

， および ㎡とし， 時間継
続した．その間の時間と圧密量を記録し，１
つの試料につき 回ずつ繰り返した．
３．試験結果
対照試料と供試試料の圧密試験（圧密圧力

㎡）の結果（沈下量 －経過時間ｔ）
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を図 1に示す．供試試料の沈下量ｄは対照試料のそれに比べ約半分に減少した．ただし， 分も継
続的に沈下した．
４．数値解析
理論と解析法は（吉田， ）を，数値解

析は（吉田， ）をそれぞれ用いた．
供試試料の圧密結果（圧力 ㎡）を

圧密度 －時間係数 としてFig.2に示す．
同様に対照試料のそれを Fig.3 に示す．供試
試料の二次圧密部分を圧密度 －時間係数
として Fig. 4に示す．
供試試料の二次圧密度 はそれぞれ圧密

度 の約 ％であった．供試試料の二次圧
密度 は対照試料の半分以下で，それぞれ
数％となって収束した．
５．考察

Fig. 1~4 に共通して，対照試料は ＝
㎡および ㎡で同様に二次圧

密を生じた．対照試料は 構造が含まれて
いるため圧密圧力 を増やす度に二次圧密が
発生した．一方，構造を破壊した供試試料は，
わずかに残った が二次圧密を残留させ
た．ただし が少ないため圧密圧力 を増
やすと二次圧密が減少した．以上から，二次
圧密の原因が などの構造に由来すると考
える．ゆえに本研究の仮説は一定程度検証で
きた．
ただし，供試試料でも二次圧密度 が数％

残留した（Fig. 4）これは，圧密中の間隙比の
変化や 内の排水などである．例えば，
間の排水は 則に従うが， 内の排水は 則に従うとは考え難い．何故なら， 内の
水は吸着水や層間水であり，通常の水（バルク水）とは物性が異なるためである．これらを鑑みて
本研究の仮説も試験結果を厳密には再現しきれていない．また，供試試料の 残留も二次圧密を
制御しきれなかった理由であろう．
本研究の圧密試験の試料は膨潤性の少ないカオリナイトを含んでいた．今後の課題は，モンモリ

ロナイト等の膨潤性の高い粘土でも本研究仮説が適応可能か検討することである．
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